
研究概要と達成状況
数千種類から数百万種類のPFASの環境残留が懸念されているが、正確に測定できる技術が無かった。

新規開発した大気中の36種類の揮発性PFAS測定技術、「総PFASマスバランス解析技術」と、南京大
学と共同開発した「人工知能網羅分析技術」により、3000種類以上のPFASの予見的測定が可能とな
り、本技術を用いた実試料分析から、実環境中に残留するPFASは500種類程度であることを発見し
た。これらの新技術と、30種類の水溶性PFASの国際標準分析規格であるISO21675を用いた全国調査
を国内で初めて行い「全国PFAS多成分存在状況データベース」を開発した。

環境政策等への貢献
・PFAS発生源特定が可能な「人工知能網羅分析技術」と「総PFAS」測定技術を開発した。
・本技術によりREACH/RoHS/ECHA等、PFAS規制にかかわる国際的ルール作りを日本主導で提案可能。
・事業者レベルで使用可能な、PFAS環境修復技術を開発し、民間への技術移転を開始した。
・ソニー製PFAS吸着剤など、国際的アピールがしやすい新材料・新技術を開発した。
・「PFAS対策技術コンソーシアム」を設立し、経済産業省・環境省・農林水産省や欧州著名研究機
関・ドイツ環境省・ノルウェー環境省も含む、PFAS新技術開発国際体制が確立された。
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さらにPFASの環境修復用新材料を開発し、排水や土壌中のPFAS除去技
術を確立、国内事業者への技術移転を開始した。開発した水・土壌中
のPFAS除去技術を国内普及することで、喫緊の国内PFAS問題対策を完
了し、より重要な国際的・地球規模のPFAS安全管理技術の開発と全て
の人工フッ素化合物の地球化学的基礎研究の創始が期待される。
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